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前身組織である、
“第3倉庫活用ミーティング”

の内容を振り返りながら。

2021年度の第3倉庫活用ミーティング（以下、活用MT）とその後



illustration by kaoru sasahara

活用MTで示された将来イメージ（港町特有のモザイクの様な多様性、物から人へ）



＜活用MTが提案した旧第３倉庫の将来像＞

①市民が「ずっと住みたいまち」を感じられる場の創出
想定施設：コミュニティカフェ、オープンスペース、市民活動センター、FMおたるサ
テライトスタジオ、室内型児童公園、子供向けアスレチック施設 など

②暮らす人も訪れる人も小樽の魅力や価値を共有できる場の創出
想定施設：地元食材レストラン、ミュージアム（小樽の歴史、近代建築、運河の歴史、
製罐の歴史等）、専門テナント、フリーマーケットスペース、スパイラルシュートな
ど第3倉庫の特徴を活かした遊戯施設、宿泊施設 など

③豊かな感性、将来を担う人材を育む場の創出
想定施設：文化活動ルーム（貸室）、展示スペース、イベントスペース、美術館（現
代アート等）、デジタル文化学習センター、起業支援センター、まちづくりセンター、
人材育成センター など



2022年6月に、NPO法人 OTARU CREATIVE PLUS（以下、OC+）が発足し、

2023年1月には、旧第3倉庫の保全・活用に関して小樽市と連携協定を締結。

2023年10月には、建物内の消防設備が小樽市により再設置され、社会実証実験が可能に。



社会実証実験の
成果と課題

活用MT案をベースとし2023年10月から行ってきた社会実証実験+α
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開催時の様子と新聞記事。延べ300人来場し、建物内が「公園のような場になった」（by Non-.）

Non-.のfacebookページより引用

2023年10月15日開催：展示+チェアリング（バルコニー活用）



小樽DEPARTMENTとの共創によるマルシェ

2023年11月10-12日開催：マルシェ+バルコニー活用



幅広い世代が訪れ、3日間で延べ4,000人の来場と400万円強の売上



バルコニーには心地よいソファを設置（運河100年プロジェクト連携）



OC+による旧第3倉庫100周年記念事業（小樽市後援）

2024年10月12-14日開催：食×アート+北運河包括（未来予想図）



旧第３倉庫をメイン会場に、運河公園を含めた北運河を包括するイベント



これからの100年を願って新しいコンテンツを詰め込んだ社会実証実験



メイン４コンテンツ。旧第３倉庫では文化観光コンテンツのガストロノミーレストランも。

3日間で延べ3,600人の来場と約300万円の売上。



歴史的建造物の外壁を活用したメディアアートを二箇所で出現させた。

“I am 第３倉庫”

“映像投影実験”



＜アンケート結果＞



＜アンケート結果＞



共に学び、次の展開へ繋げるイベント



第1回目：歴史の復習とブレスト

第3回目：地域創生のリアル

第2回目：アートとまちづくり



＜MAHDAKAI?での学び＞

・地域創生は今の状態を壊すことが必要。じゃないと衰退は止まらない。

・思い切った変化が必要で、特に市長や自治体の役割は大きい。

・外資を入れるのはやめた方が良い。地元主体であるべき。

・薄利多売ではなく、お金を払ってくれる客を呼ぶべき。

・お金も出さないし行動も起こさないのに口を出す人が多すぎる。

・旧第3倉庫は大きすぎる。全てを使う必要はない。

・メディアアートが担える役割は大きい（巨大故の周辺波及効果）。

・100m見通せる廊下など、特徴を活かして活用すべし。

・「つくる人をつくるところをつくる」のが良い。

・運営はコンピュータに準え、筐体／OS／アプリの様に整理すべし。



＜社会実証実験+αの成果と課題＞

＜成果＞
・建物に入れるだけでも市民から非常に高い満足度を得られた。

・建物にまつわる思い出を語る人が沢山いた。（様々な繋がりを感じた）

・懸念されていた建物内のニオイ問題は、清掃と換気で気にならないレベルだった。

・歴史的建造物をセンス良く活用すると、年齢問わず関心を示してもらえた。

・「KITAUNGA DISTRICT」で旧第3倉庫を含めた北運河の面的な可能性が見えた。

・歴史的建造物とメディアアートの相性が非常に良いことが分かった。

＜課題＞
・港エリアの広域計画が欲しい（棲み分けと連携による誘客と送客へ）

・駐車場の整備やバリアフリーの動線が必要。回遊性を高める必要性も。

・利活用し易い外部バルコニーの強度補強や手摺設置などの安全対策が必要。

・もっと広く建物を活用して欲しいとの声が多かったので計画が必要。改修の資金面も課題。

・OC+としての人員体制が不十分で、イベント時も細かい対応が出来なかった。



小樽にポジティブなまちづくりの雰囲気生み出し、旧第３倉庫の利活用推進に役立てる

その他の活動①



旧第３倉庫を考えるには、北運河エリア全体のことを考える必要がある

その他の活動②



利活用案
（中間報告）

活用MTのその後と、これまでの活動から得られたものから提案
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今年度、OC+として利活用計画を冊子に落とし込みます。

OBM
2014年（冊子は小樽市所蔵）

第3倉庫活用ミーティング
2021年（冊子は商工会議所所蔵）

OC+
2024年

？



旧第3倉庫は
どのような場所に
なるべきか？

OC+としての利活用案



A.「食×アート」と建物の特徴を活
用した小樽の強み+αが体験できる

唯一の場所を目指す。

小樽発の新たな価値をここから。

コンセプト



B.創る人、働く人、観光する人、ま
ちあそびをする人が緩やかに繋がる

複合施設（官民連携）。

観光と市民生活が重なり合う拠点へ。

コンセプト



C.やれることを段階的に広げ、
発信を続ける。

いつも何か「面白い」がある場所へ。

すぐにでも始められることを地元主体で徹底的に。

コンセプト



D.旧第３倉庫を拠点として、
北運河エリア及び港エリアの活性化に

貢献する。

新たな拠点によるエリア連携へ向けて。

コンセプト



『文化観光創造拠点第３創庫』
A.「食×アート」と建物の特徴を活用した小樽の強み+αが体験できる唯一の場所を目指す。

B.創る人、働く人、観光する人、まちあそびをする人が緩やかに繋がる複合施設（官民連携）

C.やれることを段階的に広げ、発信を続ける。いつも何か「面白い」がある場所へ。

D.旧第３倉庫を拠点として、北運河エリア及び港エリアの活性化に貢献する。

まちづくりを「自分たちごと」として認識し、共に学び共創していく拠点へ。
※ユーザーとしての目線や第三者的な人たちを巻き込む。

施設案



①文化理解の促進

文化資源の観覧や体験を通じて、観光客がその地域の文化を深く理解することができます。

②地域振興と経済効果

地域の文化を観光資源とすることで、地域独自の振興や経済効果をもたらします。

③高付加価値化

通常の観光に比べて高付加価値なコンテンツ・体験を提供でき観光客により深い満足感を与えます。

④文化振興

観光収益を文化財の保存や修復に再投資することができ、地域の文化振興にもつながります。

文化と経済の両輪＝文化観光

Point 01



文化観光は、

市民と観光客の関係性を築き、
豊かで成熟した観光都市へ
向かうためのテーマです。

Point 01



旧第3倉庫は、

文化観光コンテンツを生み出す
『文化観光創造拠点』にふさわしい。

Point 01



観光ニーズと、シーズ＝主体的に考える価値や強み



観光ニーズは、食べ物と歴史的建造物等で8割を満たす



食の可能性を最大限に

“ガストロノミー”や”小樽めし”などのコンテンツで食の磨き上げ

Point 02



歴史的建造物・景観
×

アートの可能性

ライトアップされるだけではない「映える」メディアアート演出の可能性

Point 03



今ある資源をメディアアート等で彩ることで情緒的で感動的な体験が生まれる



周辺エリアとの関係整理と、
北運河のゲートとしての
拠点機能が必要。

旧日本郵船が新たな拠点となれば北運河を包括する新たな魅力的なエリアに

Point 04



「地元主体」に徹底的に拘り、
やれることを徐々に広げる。

官民連携の小樽の総力で「主体的」にやれることをやり続ける。



地元主体で出来る範囲で利活用開始。
第1.5フェーズを設定し、小さくても
利活用を開始し、徐々に広げる。

利活用していく中で得られる価値や、理解を示す資本へアピールを続ける。

Point 05



用途変更のため分区条例の変更と、
登録有形文化財への申請を速やかに。

利活用へ向けた機運を高める動きを小樽市に要望します。
分区条例は「修景厚生港区」を希望します。

Point 06



＜修景厚生港区で可能な機能＞

上記は活用MTとその後の議論から想定される機能一覧。
入場料を取る美術館や、建物の特性を奪いかねないホテルは検討せず。



ガバメント版や民間版の
クラウドファンディング、

企業版ふるさと納税の活用と、
民間投資による改修を。

市の財政負担を極力下げ、様々なスキームと地元民間投資にて。
稼ぎを生み出し、再投資を続けられる体制へ。

Point 07



＜第1フェーズ：スタート期間＞
期間：2021年10月〜20252024年度末
1）運営体制を構築し、第2フェーズへ向けた事業検討を行います。
2）建物改修を行い、旧第3倉庫への関心を高める取組を行います。
3）国の登録有形文化財への登録に向けて市民意識の醸成を行います。
4）建築家を含めた専門家チームの編成
5）OC+としての利活用計画を完成させ、官民連携でやれることを迅速に推進。

＜第1.5フェーズ（新設）：段階的利活用着手＞
期間：2025年度〜2034年度の10年程度
分区条例が修景厚生港区になり、現事務所スペースをカフェ等へ用途変更。
常に出入り可能な「営業」を行いながら市民主体の様々なイベントを繰り返し、
カフェ等の収益や新たな資金調達により利活用範囲を徐々に広げる。
登録有形文化財への申請を終え、国からの技術指導等の支援を受けながら進める。
第2フェーズの耐震改修に向けた耐震診断を行う。

＜第2フェーズ：本格活用期間（改訂版）＞
期間：2026年度〜20362035年度〜20462044年度の2010年程度
「小樽の個性が息づくまちづくり」の拠点としての役割を担っていくため、民間投資を誘導しながら施設整備等を行い、国の登録有
形文化財という付加価値を持った旧第3倉庫の全面的な活用を目指します。本格活用にあたっては、耐震診断の実施検討が必要となり
ます。
耐震改修、及び消防設備設置等で多額な費用が必要な段階を第2フェーズと再定義。
活動に賛同しこれまでの活動の延長として出資できる資本と連携を検討したい。（土地・建物の所有も検討）



ご清聴ありがとうございました。


